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 朝焼けの中、静岡・焼津の漁港をたつ「長兼丸」。最大深度

2500㍍にもなる日本一深い駿河湾を舞台に、深海魚漁に懸け

る父子が乗り込みます。生物分布が極端に偏る深海底はポイン

トを外すと獲物が全く掛かりません。50針に１匹掛かれば良

い方で、「相手は自然だから」と父の久志さん（66）は黙々と

作業を続けます。ピンと張った縄から獲物の感触が伝わってきました。姿を現

したのは、ぼてっとした容姿と大きな顔から「ゴジラ」の異名を持つヨロイザメ。「何が上がってくるか、

ワクワクドキドキが止まらない。恋をした時と一緒」。ようやく脚光を浴び始めた深海魚を「ブームで終

わらせたくない」と父子は言います。関心は海洋汚染防止へ。さらに深海の生態を解明するため、国の

研究機関と協力して「トップ・プレデター（頂点捕食者）」を追っています。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 安倍晋三首相は先月末、「アベノミクスはいよいよ第２ステージへと移る」と宣言し、「新

三本の矢」を打ち出しました。「旧三本の矢」で雇用情勢や所得が改善したとの現状認識を

示し、「希望を生み出す強い経済」などから成る新三本の矢で「ＧＤＰ600兆円達成、希望

出生率 1.8、介護離職ゼロ」を目指すというのです。現状認識が庶民の実感とはほど遠い感

じもしますが、新三本の矢の目標は本当に実現できるのでしょうか。参院選へ向けて政権が

打ち出した新政策を検証します。 

 

 

 

 政治や社会のさまざまな課題を解説し、賛否両論を紹介する「あなたはどっち？」は、少年

法の適用年齢引き下げを取り上げます。少年法は非行をしたり、事件を起こしたりした 20歳

未満の少年の処分などを定める法律ですが、選挙権年齢が 18歳以上に引き下げられたことか

ら、少年法の適用も 18歳未満に引き下げてはどうかという意見が出ています。 

 

 

 

 「くらしナビ」面で長年連載している「女の気持ち」に投稿した読者を訪ね、その後

の様子などを描くコーナー。今回は、社会部の林田七恵記者が、静岡県熱海市の小原雅

子さん（70）を取材しました。 

 「女の気持ち」に、「一人の人に尽くしたいと婚活を始めた」とつづった小原さん。そ

の投稿がきっかけで 16歳年上の男性との交際が始まりました。二人のデートに林田記者

が同行しました。読み応え、あります。 

 

 

未知の世界へ 親子舟、深海漁師の夢   18日（日）  

「あなたはどっち？」      18日（日） 

本当に実現できるの？ 

安倍首相が打ち出した「新三本の矢」 

夕刊２面特集ワイド 19日（月） 

「女の気持ちをたずねて」              19日（月） 



 

小学生新聞 来週の 

〝売り物〟記事はこれ！ 

 

 

 

 カリッカリに焼いたトーストを一口ほおばると、パンの香ばしさが口中に広がります。

少し肌寒くなったこの時期、チーズやハム、野菜をのせて焼けば、おしゃれなブランチ

としても楽しめます。おいしく食べるためのポイントは「チーズ」と語る料理家のサル

ボ恭子さんに、好きな食材をのせて焼くだけという簡単な「オープントースト」のアレ

ンジを聞きました。 

 

 

 

 

 日本人の２人に１人が、がんにかかるとされる時代。ほぼ「不意打ち的」に病気が

判明し、患者の気持ちは激しく揺れます。以前はがんを告知しないケースが少なくな

かったのですが、今は的確な治療のため、患者も治療チームの一員とみなされ、告知

されるのが一般的です。しかし、医師からの告知、周囲からの慰めに傷つくこともあ

り、それに寄り添う家族も心を痛めています。第３部は、患者や家族も含めた心のケ

アを考えます。 

 

 

 

 

 

 

 流通業界の風雲児と呼ばれるファーストリテイリングの柳井正・会長兼社長。カジュア

ル衣料品店「ユニクロ」を率いて、急成長を遂げてきました。積極的な海外進出と同時に、

社内公用語として「英語」を採用するなど、その経営手法は常に話題を呼んでいます。柳

井氏がこのほど新たに打ち出したのが正社員の「週休３日制」の導入です。成算を含めて

その意図はどこにあるのでしょうか。いま、もっとも気になる経営者にグンと迫ります。 

時代が見える――。オピニオン面にご期待ください。 

 

 

 

 批評家の若松英輔さんが各界の識者と行う対談「理想のかたち」のゲストは、大阪大

名誉教授の大峯顕さんです。大峯さんは哲学者で、かつ浄土真宗本願寺派の僧侶、毎日

俳壇の選者を務める俳人でもあります。一方の若松さんはクリスチャン。信仰の本質を

めぐる対話は、大峯さんと親しかった哲学者、故池田晶子さんの仕事などにもわたり、

縦横に展開します。 

 

 

 

 

 

 

小惑星「リュウグウ」を目指す探査機「はやぶさ２」が、12月２日に地球に再接近

して「みごろ」を迎えます。19日（月）はそんなはやぶさ２情報をお届けします。

20日からはなるほどヒヨコの楽しい社会科見学が始まります。20日（火）は皇居、

21日（水）は日本銀行、22日（木）は国会がテーマ。現地を見学したヒヨコと一

緒にその仕組みを学びます。22日の図解はニッポンのお米、24日（土）は人気の

編集長コラムです。 

信仰の本質を語る      朝刊文化面 24日（土） 

食・軽食にオープントースト    くらしナビ面 20日（火） 

がん社会はどこへ 第３部 

くらしナビ面 21日（水）から計５回  

ユニクロの柳井正さんに直撃！  

「週休３日制」、働き方は変わる？  

オピニオン面 [そこが聞きたい] 21日（水）  


